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研究成果の概要（和文）：本研究で当初計画していたfMRI研究は、コロナ禍のため延期せざるを得ず、2023年度
になってようやく実施することができた。その成果は今後、解析結果が固まり次第、学術集会や学術雑誌におい
て発表する予定である。その他、社会的報酬による記憶の促進効果を担う神経基盤や、社会的比較志向性や語彙
の豊かさと関連する脳の状態、会話を用いた介入法の効果を反映すると考えられる脳の状態などを明らかにする
ことに成功した。これらの研究成果は、各分野で大きな影響力をもつ国際学術雑誌に掲載された。

研究成果の概要（英文）：The fMRI study originally planned for this study had to be postponed due to 
the COVID-19 pandemic and could finally be conducted in FY2023. The results of this study will be 
presented at scientific meetings and in peer-reviewed journals as soon as the analysis is complete. 
In addition, we have succeeded in clarifying the neural bases responsible for the memory-enhancing 
effects of social rewards, brain states related to social comparison orientation and vocabulary 
richness, brain states that could be thought to reflect the effects of conversation-based 
intervention methods, and so on. These studies have been published in international academic 
journals that are highly influential in their respective fields.

研究分野：社会神経科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、他者との相互作用の中で生活を営むヒトの認知機能がどのような場合に促進・抑制され、それ
がどのような神経基盤によって担われているのかを明らかにする基礎研究に貢献できた点で学術的意義がある。
それだけではなく、加齢に伴う認知機能の低下を緩やかにする生活習慣や社会の仕組みに関する示唆を与えると
いう点で、応用的分野に対する貢献も期待できる。将来的に人々の生活や社会のあり方に大きな変化をもたらす
可能性を秘めていることから、社会的意義もあるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

ヒトは共感によって他者の報酬や罰を自己の報酬や罰と同じように受け取ることができる。こ
れまでのヒト記憶に関する脳機能画像研究では、「自己」に対する報酬や罰によって記憶は促進
されることが示され、その記憶の促進効果を媒介する脳内機構が明らかにされてきた。しかしな
がら、従来の研究では、ヒト記憶が自己と他者との間で形成される社会的文脈において変化する
ものであるとは仮定されておらず、「他者」の報酬や罰に対する共感のような社会的能力によっ
て影響を受ける記憶の神経メカニズムについては明らかにされてこなかった。そのため、他者と
の関わりの中で生活を営む社会的存在としてのヒトの記憶を担う神経基盤についてはほとんど
理解が進んでいなかった。 

 

２．研究の目的 

研究開始当初の目的は、他者の報酬と罰への共感と記憶の相互作用を担う神経基盤に対して、
「社会的関係」や「加齢」が与える効果を解明することであった。その目的を達成するためには、
fMRI 実験を実施する必要があったが、新型コロナウィルス感染症のパンデミックによる影響が
長引き、2023 年度まで延期を余儀なくされた。そのため、当初の目的を大きく逸脱することの
ない範囲で、実施可能な研究に取り組むことにした。具体的には、当初のコンセプトと同様に、
ヒトの社会性に関する神経基盤の解明や、高齢者がもつ認知や脳の特徴の理解をめざし、社会的
報酬による記憶の促進効果を支える神経メカニズム、語彙の豊かさや高齢者の社会的比較志向
性を支える神経基盤、会話を用いた介入法の効果の基盤となる脳内機構等を調べることとした。 

 

３．研究の方法 

当初計画していた fMRI 実験では、共感を生起させる課題を設計し、その課題の遂行時の脳活動
を fMRI によって撮像した。その後、課題時に提示した写真に対する記憶テストを実施した。社
会的報酬による記憶の促進効果に関する研究では、fMRI 実験で得られたデータに対して、
Subsequent memory paradigm を用いた研究でよく用いられる解析手法を適用し、後の記憶の想
起を予測する脳活動を調べた。語彙の豊かさや社会的比較志向性に関する研究では、高齢者から
取得されたグループ会話の録音データや社会的比較志向性を測る心理尺度のデータと、安静時
fMRI 画像や脳構造画像のデータとの関連を調べた。会話を用いた介入法の効果検証に関する研
究では、介入後に取得された安静時 fMRI 画像や脳構造画像のデータを、介入群と統制群との間
で比較した。 
 
４．研究成果 
当初計画していた fMRI 研究は、コロナ禍のため延期せざるを得ず、2023 年度になってようやく
実施することができた。その成果は今後、解析結果が固まり次第、学術集会や学術雑誌において
発表する予定である。社会的相互作用に由来する報酬による記憶の促進効果を支える神経基盤
について調べた研究では、報酬関連領域である内側眼窩前頭皮質と記憶関連領域である海馬の
相互作用メカニズムを同定することに成功し、その成果をまとめた論文は神経心理学の国際学
術雑誌に掲載された（図１：Sugimoto et al., 2021, Neuropsychologia より）。高齢者の社会
的比較志向性（自己と他者を比較する心理傾向）が認知や脳の状態とどのように関連しているか
を調べた研究では、意見を比較する傾向が強い人ほど、認知機能検査のスコアが高く、海馬の体
積が大きく、安静時の機能的結合が強く、白質線維連絡の拡散異方性が高いことが分かった。一
方で、能力を比較する傾向の強さとの間には、これらのような関係は見られなかった（図２：
Sugimoto et al., 2022 より）。この成果をまとめた論文は社会神経科学の国際誌に掲載された
（図２：Sugimoto et al., 2022, Social Neuroscience より）。話し言葉における語彙の豊かさ
と関連する脳の状態を調べた研究では、グループ会話の録音データを基に算出された語彙の豊
かさの指標の値が高い人ほど、意味処理に関連する左中側頭回前部の体積が大きく、この領域と
デフォルト・モード・ネットワークのコア領域である楔前部の安静時の機能的結合が弱いことが
分かった。この成果をまとめた論文は神経言語学の国際誌に掲載された（図３：Sugimoto et al., 
2023, Brain and Language より）。グループ会話を利用した介入法の効果の基盤となる脳内機構
の候補を調べた研究では、実行機能に関連する左右の外側前頭前皮質などの脳領域間の安静時
の機能的結合や、外側前頭前皮質や側頭葉内側面などの体積、前頭領域等の白質線維の拡散異方
性などの指標において、介入群と統制群の間に違いがあることが分かった。これらの成果は老年
医学や加齢神経科学の国際誌である BMC Geriatricsや Frontiers in Aging Neuroscience に掲
載された（図４：Sugimoto & Otake-Matsuura, 2022, Frontiers in Aging Neuroscience より）。
その他、共著者として、高齢者の記憶機能と会話における発話内容の時制との関連を調べた研究
や、機械学習による認知症のバイオマーカーの開発をめざした研究に参画した。それらの研究の
成果は、心理学や神経科学の国際誌である Current Psychology や Frontiers in Human 
Neuroscience に掲載された。 
 



 
 
 
 
 
 

図１. 社会的報酬による記憶の促進効果を担う 

内側眼窩前頭皮質と海馬の相互作用メカニズム 

図２. 意見比較の傾向が強い人ほど 

海馬との安静時機能的結合が強い領域 

図３. 会話での語彙が豊かな人ほど弱い 

左中側頭回前部と楔前部の安静時機能的結合 

図４. グループ会話を用いた介入後に 

群間差が認められた白質線維の微細構造 
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